
ka
su
ga
m
us
en
.c
om



([)

(21)・…………………・・図科鞘・騨喜

く91)……………………・ュ、lCコl晏部

(zI)……………………・平暉30語躍

(II)………………………軍 o サ

(II)・……コ,蝉?率]lo朝軒多寸盗キ

(oI)……・村●zン o暫4r=とと

(6)…・・・・……・・・…・:…Ⅲ勘r士り優

(8)・………・・i…撃翠0里覗客-4客

(2)…・Ⅲ………………・挽軽o言▲A

(9)………1・・……・ユ'ヽC引■喜々と

(ラ)・……`・Ⅲ………………戦翠0と粋

(8)…………………・・1…・血軽0窮回

(z)…………・・1."………暫  串

°■軍1ヽユγ期‐尋
ぎ戦平碑◆■⑦孝鞭、1者1ヽ郵笠轍罰挙犯ヨ堅砕町節田
平碑Ya7尋里率(1■撃▼轍々ヤP■ユ翻母挙種割堅?■

a期軒ュ■善騨尋棋。期整`s“ヤnH?マυ遅革ュ鞘運,
堅暫▼/ヽ`f,o9‐Jr °平■み1博「C7stt a?ユ■軍翠
平平lヽr41菖宰妥o9‐J「親罰挙種ヨ堅`ワマュひマ●o

甲商¥W②ヤhH脅ママ砕υ智詣ウ?穫`F,p平あ丁

o9‐ur
頚犯 討

―

討要】r「FJ

ka
su
ga
m
us
en
.c
om



1.  大 形横行ダイアルを使用しており, ‐ フライ・ホイールの採用て選局が非常にスムーズにて
きます。                ,  !

2.  540KCか ら 30Mc, 48MCか ら 54Mcま で連続カバー してお ります。ハム ・バンドは直
読 目盛でバン ド・スプレッ

' ドできます。

3.  高 周波 1段 , 中 間周波2段 増幅ですから, 高 感度でしかも選択度が非常に優れています。

トリオ独 自の新 しいツポ形コアを採用した小型 I FTを 使用 , ま したので, す ばらしい選
択度 を得ています。

また, Qマ ルチ ・プライヤーを内蔵 していますので驚異的な高選択度が得 られ, し かもこ
の選択度は可変できます。

本格的なメロダタ ト検波回路の採用, BFOの 付属によぅて,  ssBぉ ょびCWが 安定に
そして明瞭に受信てきます。

4.

5.

● .  ゲーデッド・ビーム検波によりFMも 受信できます。

7.  付 属回路 として, 本 構的ANL(自 動雑音制限) , AVC(自 動音重調整) , MvC(手 動
音量調整) ,  レコーディング用端子の各回路がついています。

8.  縦 形 Sメ ー ターを使用 していますからS?判 読が楽にてきます。

9.  メインおよびバンド・スプレッド・パリコンは, それぞれ分離した通信機専用パリコンを
使用 しております。

10.  出 カトランスを内蔵していますから, お 手持ちのスピーカーを簡単に接続できます。

11.  ス タンバイ ・スイッチの取出口がついていますので, 送 信機を組み合せてハム局を運用 す
ることができます。

12 イ ヤホーン ・ジャッタがっぃてぃますので, 深 夜でも周囲に迷悪をかけることはありませ
ん。

13.  ァ ンテナ ・コンペンセンタとがっぃてぃますカギら, ど のノヾンドでも, 同 一アンテナで最高
感度で受信できます。
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ってメーターを動作させる方式をとっていま
す。WVCの ときはSメーターは動作しませ
ん 。

7.  検波と低周波増幅回路
6A L5の 姪 管部で検波 し, 6A Q8の 3極

管部で低周波 1段 増幅を行なってお ります。
8.  出 力 と整流 回路
出力管は6A Q5のシングル, 整流管は6c

A4を使用しています。
9.  プ ロダク ト検波とゲーテ ッド・ピ

ーム検波
6B E6に よるプロダク ト検波で, sSBお

よびCWの 受信に使用されます。BFOを 働
かせなければゲーテッド・ビーム検波として
FM受 信に使えます。
BFOは 6AQ8を 使っています。

1 0 . A N L

6A L5に よる本格的な直列型 ノイズ ・リミ
ッターです。
11.  AVCと MVC

MVCは AVCを 切って手動調整にした場
合で, DX受 信や電信キャリヤ 。モジュレー
ション, SSBな どの受信に用います。

1.  MAI N ANT( メ イ ン ・アンテナ)
BCか ら 30McまでのHF用 アンテナを接

続しますと750不平衡形になっております。
同軸ケープルをお使いになるときは, 当 て板
をはずして同軸コネクタを取付けて利用する
ことができます。
2.  6m ANT( 50Mcァ ンテナ)
5t l MC用アンテナを接続してください。

3.  ス ピーヵ―

スピーカーには, パ ーマネン ト・ダイナミ
ック形の出カ トランスのついていないものを
用います。この受信機の出力端子は8Ω と5KXl
Ω が出ていますが, 8Ω のスピーカーをお使
いください。16Ωスピーカーのときも8Ω 端
子に接続してさしつかえぁりません。

ュ2. マ ーカー発振器
取扱の簡単な無調整回路です。発振周波数

は一応 100KCで 定数をきめてありますが,
その他の周波数の水晶でも正確に発振 し ま
するお手持ちのハム ・バンド用水晶をご利用
ください。
13.  Qマルチ ・プライヤー
選択度は使用 I FTで 決まりますが, さ ら

に高選択度を得ようとするのには, Qを 上げ
なければなりません。 I FTの Qは大きいも
のでも普通 ′100～150く らいです。Qは Q=

石戸て与えられますが ( o=抑Ⅲ R=コ イ
ルの実効抵抗) こ の式で, Rを 小さくすれば
Qは 増大 します。したがって外部から負性抵
抗―R′ を作って加えれば Q=。 L/R―R″ )
となり, 高 いQを 得ることができます。この
一R′ を作るのがQマ ルチ ・プライヤとなの
です。これを使いますとQは 卸∞～4t XXl くら
いにもな ります。
Qマ ルチ ・プライヤーの周波数は

｀
455Kc

土数 Kc微 細に加減することができます。
回路はコピッツ発振回路を形成 しています。

4.  ィ ャホー ン
ロー ・インピーダンスのマグネチック形が

最適ですが, そ の他のものそも十分ご使用い
ただけます。
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とが理想ですが, 直 接つないでもそれほど利
得の減少はありません。
2.  VHF用 ア ンテナ
( 2) フ オールデツド・ダイポール ・アンテナ

第3図 のようにエレメントを接近 して折返
し展張したアンテナです。これはキ電点のイ
ンピーダシスをいろいろ変えられるので, 整
合回路なして直接平行線式フィーダーに結合
でき, き わめて便利なものです。このアンテ
ナは簡単に建てられ, 場 所をとらないのでV
HF用 として広 く利用されています。
( ▼ ) 八 木アンテナ  ‐

VHF用 として, 最 も多くのアマチュア局
に用いられてャヽるのがビーム・アンテナです。
図はTマ ッチとガンマー ・マッチの例を示し
ています (第 4図 参照)。
(。)キ ュピカル ・クワッド・アンテナ
最近よく用いられるようになったアンテナ

で, ル ープ ・アンテナのような形をしていま
す。導体によって構成される四辺形の一辺の
長さは, 使 用周波数の%の 長さです。キ電点
のインピーダンスは通常70Ω くらいですが,
ラジエーターとリフレタターの間隔を調整す
ることによって変えることができます。第 5
図が実例ですが, ア ンテナを建てる場所など
も考慮して, 貴 局のシャックにふさわしぃょ
うな立派なアンテナを建ててください。

第 5図 キュピカル ・クワッド・アンテナ

、GT Cい

第4図 エ レメント八木アンテナ

3T X2 . 20 ,  1 , コ
スペース巻

第3図はアンテナ・カ
ップラーを用ぃること
が必要てすが、上の□
に1つの例を示しました

3 0 0 0 テレビフィーダー用
T マ ッチ

1挙所晋双ウブ

50cm
スタンフ

50～75a
同軸フィ

状態て調整唇容皆
波を乗せた

■4韻 、i 声メル線

第 3図 フオールデッド・ダイポール・アンテナ

旋木スはL型 アングル

3 0 0 oテ レビ用
フ“ ―ダー

スタップ

竹柱スは本と
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出カトラクス

④ REMOTE( ス タンパイ母子)
送信機と運動 して使用する場合に, こ の端

子よリリレーにつなぎます。このときは, パ
ネル面のスタンパイ ・スイッチはSENDに
しておきます。 |

⑤ ZERO Aめ J ( 零田整)
Sメ ーターの零調整用の l KΩ ポリューム

です。これは一度セットすればほとんど変え
る必要はありません。

①O MAI N ANT( メ イン・アンテナ)
BC～ 抑MCま でのHF用 のアンテナを接

続 しまf 。 ただしョホタタ_は付属いたしません。
Oは 同軸ヨネクター取り付け用の穴で, 給

電線に同軸フィーダーをお使いになる場合に
当て標をはずして同軸コネタターを取り付け
ることができます。

① 6mAW印 中用アィァナ)
50MC用 アンテすをつないて ください。同

軸プラグが付属 してありますから, ご 利用い

ただきたいと思います。

廻) RECORDING(レ ヨーディング培子)
テープ・レコTダーに録音するときに使い

ます。音をききながら録音することができま
す。               ‐
8) SPEAKER( ス ピーカー増子)

8Ω 端子にスピーカーをつな ぎます。

② ヒューズ・ホルダー
電源 トランネの 1次側に入 っているヒュー

ズで, 2Aの ものを使用しています。

② 電源ヨード

| I EE66AQ8 6AQ8 1タ リスタルスブレタド′くリヨンメイン′くり' ン

イル6AQ8 6AQ5 6CA4

( 3 )
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ｒ 4 . C Wの 受 信

FUNOr I ONの ツマ ミを“ SSB― cW' ' に
して, BFOの ツマ ミを回しながら, BFO
ピッチを適当にコン トロールして, 最 も聞き
やすいビー トを作って受信します。

Qマ ルチを使って動作させる場合には, 先
に述べたょぅにQマ ルチを適当に調整して最
良の状態で受信します。
5 . S s B の 受 信

CW受 信時の動作状態 ( FUNCHONッ マ
ミ “ SSB― Cw' ' の 位置) で “ BFO"の ツ
マミとスプレッド・ダィアルを交互に調整し
ながら, 明 瞭に受信できる点をみつけます。
Qマ ルチを使う場合も同様です。なお, Ss
Bお よびCWの 受信は “Mvc"に しておき
ます。
6 . F Mの 受 信
FUNOHONッ マ ミを “ FM"の 位置にセ

ットして “ BFO" ツ マミを回しながら明瞭

受信機の組み立ても終 り, 送 信機とともに
そろったところでシャックを作ることにしま
しょう。無線局を設置する場所によって, ぃ
ろいろと配置や接続を考えなければなりませ
んが, こ こでは送受信機 ともに51J Mcま でオ
ール ・バン ド入 っているものを使った場合の
説明をいたしましょう。送受信機のほかには
VFO, ス ピーヵ一だけですから, 少 し大き
めの勉強机などで十分配置できると思います。
結線は第 6図 のように行ないます。ここで

送信機には リレーが内蔵 しているものとして

第 6図 簡単にまとめたシャックの一例

度の最 もよい点で受信 します。
このときはQマ ルチは “ oFF"に してお

きます。
7 . アンテナ・コンベンセーター の調整
アンテォ ・コンペンセーターは,  どのパン

ドにおいてもトラッキングを完全にするため
のものです。まず, メ インおよびスプレッド
のダイアルで完全に同調をとり, 次 にアンテ
ナ ・コンペンセーターツマミを回して, Sメ
ーターの振れが最大になるように調整 します
8.  ス タ ン ドバイ ・スィ ッチの使 い方
送信機のリレーを使って, ス タンパイ回路

を動作させる場合には, ス タンドパイ・スィ
ラチを “ SEND"に して, シ キーシ後面の
端子から4Cプ ラグを使って,  リレーに接続
します。パネル面のスィッチでスタンドパイ
するときは, REMOTE端 子はそのままにし
ておきます。

あ りますが, 外 付けのリレーの場合にも同じ
ようにな ります。この他に 50Mcと &5～ 28
MCの アンテナ切換用として2回 路 2接 点の
スイッチが必要です。このスイッチは 2つ の
回路が切換えられるものなら,  どんな形式の
ものでもかまV まヽせん。

AC電 源はヒューズ付きのメイン ・スイッ
チをつけてテープル ・タップに導きます。こ
こに l t XI  Vのネオン ・ランプを1個 つけてお
きますと, ス イッチの切 り忘れもな く便利で
す。            ・

50Mc ANT

テー7 ルタップ
スイツチAC100v

一ヤ中
50MC 3. 5～ 28M C
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このハンダを使 うときは, 目 的のところに第
3図 のようにハンダづけをする所に糸ハンダ

をそえるようにして用います。
このとき, コ テにハンダを盛 ってから, ハ

ンダづけするところにもっていったのではう
まくいきません。またテンプラ ・ハンダづけ
などの原因ともな り, 長 く使 っているうちに

接触不良という事故がおこります。
糸ハンダを使 うときは,  リー ド線は必ず接

続する力所によくまきつけるカラゲ配線をし
てください。ベタづけでは, 何 本かの リー ド
を 1カ 所につけるときにうまくいかず, 仕 上
がりもきれいにいきません。

もしヤニ入 リハンダでな くペース トを用い
るときは, 無 数のペース ト ( 松ヤニ製) を ご

使用 ください。使用量は必要最少限にし, ベ
タベタつけると故障の原因 ともな りますから
十分注意 しておこなちて ください。
2.  配線のしかた

配線は実体図と工程表をみながらおこなえ
ば簡単にできます。配線 リー ドは指定の長さ
に切 り, 番 号に したがって順序よくおこない

ます。配線がおわったところは点検力所に色
鉛筆などで印をつけていけば, 誤 配線や見落
しもなく全部の配線ができます。
抵抗やコンデンサの リー ドは, 振 動 してフ

ラフラしたり,  リー ド線がコイルの作用をし
たりしますから, で きるだけ短 く切 ってとり
つけます。とくに高周波部の配線には注意 し
てください。

まず, 真 空管をささずに電源を入れて,  ヒ
ーター回路や整流回路の電圧をチエックして
みます。規定どおりの電圧であることをたし
かめたら, 6C A4, VR- 150MTを 除 く各真
空管をさして,  ヒーターの点火状態をしらべ
たのち, 最 後に6C A4, O A2/ VR- 1問 MT
をさしこみます。このときの各部の電圧は,
配線図に記入 した値に近 くなるはずです。定
電庄放電管O A2/ VR- 150MTは , お 使いに
ならなくても, 受 信機の動作そのものは変わ

第 9図

リードを折り曲tする

プ リン ト板の組立ては, 第 9図 のように基
板上 より少 し浮か して, ハ ンダづけする部分
のリー ドを折 り曲げます。
少 し小さめのコテで素早くきれいに仕上げ

ます。
部品が全部つけ終 りましたら,  リー ド線を

取りつけてシャーシにのせビス止め します。
全部の配線を終了 しましたら, ハ ンダくず

や線 くずなどをよく掃除 して,  もう一度誤配
線やハンダのつけ落 しがないか調べた上で調
整に移 りましょう。

りませんが, こ のときは局部発振回路とBF
O回 路のB電 圧が, 配 線図に記入 した値より
約卸V近 くあが ります。

アンテナを接続すれば, た だちに相当の感
度で各バン ドとも無数の放送が飛び込んでく
るでしょう。 しか し, ま だまだ本当の感度で
はありません。本機の感度 を 100%発 揮する
ためには, 配 線の個人差などによる漂遊容量
のちがいや, 真 空管の入出力容量の差などに
よるズレを補正 してゃる必要があります。

第 8図
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路はとくに丁事に調整 しなければな りません
、水晶発振器ですから, お 手持ちの測定器で張

正することもできませんので,  J J Yか ら出
ている電波を示J 用します。

マーカーの水晶の高調波 とJ J Yと が, ゼ
ロ・ビー トになるように, CAL, ADJ の
トリマーを合わせます。

第10図 ( 各バンドの トラッキング調整)   '

たとえば l  Mcの 水晶であれば, 受 信機で
10MCの J J Yを 受け,  l  Mcの 10倍のハー

モニッタスと, こ の J I J  Yとを合わせれば,
この l  Mcは 正 しくあったことにな りますか
ら, ほ かのハ‐ モニックスも正 しい周波数に
なって, 受 信機のダイアルを正確にキャリプ
レー トすることができます。

―

l

V̀  : 混 合

テス トオッシレーターな第1表

〔注〕放送電波をたよりにして調整するときは,
なっています。しかし語学の達者な方は,
して目盛合わせをおこなえば完全てす。

テス トオンレーター

しの調整法

周波数のわかった放送が必要なため, Bバ ンドとDバ ンドては一点調整に
Bバ ン ドの1 7MC付 近, Dバ ンドの23～2鉢俺付近て実際放送をキャッチ

(  14 )

掲 肇 項 目 信 号 入 カ ダ イ  ア  ル 調 整 首 所 出 力 指 示

11ほ?サ努玄vc) l Fア ンテナをMA3N
ANT培子につなぐ

A 放送の入る位置 の

ア如
整ョ

F T の 視 Sメ ニターが最大に振れるように

2 生縦苫送傍呂塗増 A
600kC付近の周法数の
内 の日4に指針を

A′ ンヽ ド、′ マッデイ
ングコンデンサー 目的のよ送が安かるょうに

3 生套苫送所昌塗増 A
抑叫C付近の周厳政のわ
かつ競 の軸 こ掛 をお|

A′ ンヽドOSC ト
リマーを視整

目的の放送が費かるように

4 絋
諾 鮮

暦 A
A′ ンヽドANRF
卜リマーを狙整

Sメ ーターが最大に振れるように

5 監償苫お所呂塗端 8
3. 925MCに
指針をおく

B′ ン`ドOSC,
トリマーを綱整

日本短放放送(NS8)が受かるよう1こ

6 鷺等語占露呂描整 B
B′ ンヽドANT. RF
トリマーを視整

日網 颯 NS8) 母 眼 信

てとるように

78古キざ占密呂給塁 C
1 0MCに
指針をおく

C′ ン`ドOSC
トリマーを調整

10卜6J J  Y標準信号が受信てきるよ
うに

8 8き` ‐基盤呂鎗軽 C
5MCに
指針をおく

C′ ンヽドOSC コ
イルコアーを調整

5MC J J Y標 準信号が受かるように

9魚増祥も密呂整整 C
X t t CのJ J Y
受信する

C′ ン`ドANLR
Fトリマーを調整

Sメ ータが最大に振れるように

0魚奪語占捻骨塔撃 C
5崎 のJ J Yを
受信する。

C′ ンヽドANT . RF
コイルコアー Sメ ーターが最大に振れるように

1 : t i 括あ錯選COS D
1 5 MC に

指針をおく
D′ ンヽドOSCヨ
アーを調整

15M Cの標準信号が資信てきるよ
う1 こ

姥RI幣占糖懇A D
1 5 M C のJ 」Y
を受信する

D′ ンヽドANr. RF
コ7- を 綱整

15崎 のJ 」Yが 最大に受信てきるょ
う1こ

博;鵠品岩墨
コンパータ出力に
HFアンテナをつなぐ

E
53MCに 指針を
おく

キ
マ

ル
リ

ドコ
ＳＣ
整

や的翻
Ｅ

ッ
Ｌ

て
て

こ
信

位
受

の
が距儀府離

力
の路

うｔこ
距無報14 51浮占忌な発塁 E

ダイアルを53MC
に合わせ10MCの
J J Yを受信する

E ′ ンヽ ドコイルキ
ッ トRFト リマー
を調整

10卜Cの J J Yが最大に受信てきるよ
うに

15号査路お晶≧
バ~5 0に用アンテナを

6mANT端 子t=つなく
E

ダイアルを50. 5
MCに おく 7子どを各岩埜言釜弔だ品谷垢ふん尭ユ齢が京近

の信号が最大に受信てきるように
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1ち ケ ースか ら取 り出すとき
まず, ケ ース底のビス6個をはずしてから

パネル面のビス2個をはずし,  しずかに前の
ほうに引き出します。
ハイゼックスの足は関係ありませんからそ

のままにしておぃてくださぃ。
2.  ダ ィァルの糸かけ

ダイアルの糸が切れた場合には, 第 11図の
ような順序て掛けます。糸はタイアル専用ベ
ル トをご使用ください。
3.  ヒューズの交換

ヒ手―ズが切れてしまったら, l Aか 2A
のガラス管入 りのヒューズと交換 してくださ
い。ヒューズ ・ホルダーは左に回しますと,
蓋があぃて中のヒューズを取 り出せます。

ヒューズが切れたときは, ヒ ューズを交換
する前に原因をし、らべ, 故障の場合は完全に
修理 してから,  ヒ土―ズを交換するようにし
てください。

第11図 ダ イャルめ糸掛け

4.  パ ィ ロ ッ ト・ランプ
ダイアル照明のパイロット・ランプは,  8

ボル トのスワン・ベースの豆球をご使用くだ
さい。
5 . 抵 抗 類
抵抗, ! コンデンサ類が不良になった場合,

その値より, 士 10%の 抵抗範囲の値のもので
あれば実郷上さしつかえありません。たとえ
ば330Ωのかわりに300Ωを用いることはなん
らさしつかえありません。
6.  プ リン ト板の保守
部品を交換しなときt l , もしプリント板の

銅指がはがれたり, 準中で切れたりしたとき
は, 05～ 0. 8mw?錫 メッキ線て?ないてく
ださい。見かけは少 しわるくな りますが, 電
気的には何んらさしつかえありません。

′ t ネル田
ブーリー

↓
′ t ネ′叫用
プーリー

ヨ

外側ブーリー

メインダイアル

一

裏面より見た図

′ ンヽ ド・スプレッ ド

(  16 )

外側ブーリー
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第13図 感度特性 第14田 イメーシ此

ア
ン
テ
ナ
入
力
（
″
Ｖ
）

イ
メ
ー
シ
基
ｄ

数 ( 崎)  Aバ ンド
Bパンド
C′ ヤンド
D′ ンヽド
E ′ ンヽド

S/ N10dB
出力50m一 定
変W00c / s 30X
アンテナ入力75n

脱距距にに

１

４

‐４

３。

５４

一

一

一

一

一

５５

６

８

５

８

第3表 付 属回路の綱整法

本シレーター入力 ′ ン` ド ′ イア】 ■ 登 4 B 所 方 法

BFOの 月整
スイッチ位置

SSB一 CW

テス トオシレーター

( T O) をコイルキッ
トG3リ ニドのスイ

ッチ接観点 とアース

間に接続.

4 55KC無変温

A

よ送の

八らな

い位置

BFOヨ イルの

■ 整コア ル

BF Oツマ 中ヽ央にでゼロピ
ートになるように■ 整する。

Qマ ルチの明

整スイッチ位

置QマルチON

455KCに て400c/ s

変■
A

Qマ ルチ ・コイ

ルのE筆 ヨア、

SELECTツ マミ

を■ 肇

SELECTの ツマ ミを左

から右に回転するにつれて

Sメ ーターの14■ がj t hじ

て、%位 回じたところで、

発抵よ魅に入るようにQマ

ルチコイルのコアーを■ 曇

する。 |

マーカー発授

岳ツマミ位置

CAL

MAl NANT Hド予̀ こH

Iを: 書: モとi i i
Ｃ
ス
は
０

J J Yに

合わせ

● .

サブ ・シャーシ

征 Aと、ADJ の 1■

トリマ上を■ 生|!

」J Vの信号とマーカー発領

子|■岳のハーモニックス(岳周
i な) と 零ピートをとれるよ

う1こ□ 整する。

〔と〕マー″ ―餐嶺Sは, Hし ないて1表用上書しついえない程度めEEt tつ ていとすど, ● らに■8にするためには表中にあるような
□とをしaf .
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ト
本 社 ・工 場
八王 子 工 場
赤 穂 工 場

算 「F
オ 株  式 社

東 京 都 大 田 区調 布 千鳥町 7 4 電

八 王 子 市 石 川 町 大 原 2 4 2 4 電

長 野 県 駒 ケ 根 市 赤 穂 1 5 0 7 5 電

△〓リ

話 東 京 ( 751) 7121( 1、表)

話 八王子 ( 2) 9241～ 5

話 駒ケ根 2 5 1 ・ 1 4 3

ト
本    社
東 京 営 業 所

大 阪 営 業 所

名古屋営業所
福 岡営 業 所
広 島営 業 所
札 幌 営 業 所
仙 台 出張 所
東京サービス
ステーション

試  聴  室

サービスのお問い合せは下記へ

東 京 都 大 田 区調 布 千 鳥町 7 4

東京都千代田区神田旅籠町 2の12

大 阪 市 浪 速 区 日本 橋東 4の1 7

名 古 屋 市 北 区 深 田町 3の 7 9

福 岡 市 大 浜 2 の 1 0

広 島 市 東 白 島 町 9 6

札 幌 市 北 一 条 西 1 9丁 目西 向
仙 台 市 中 杉 山 通 り 1 2

東 京 都 千 代 田 区神田末宏町 35

東京営業所内

E播 東 京 ( 751) 7121竹 博つ

■ 篤 東 京 ( 253) 4441(代 表)

E播 大 阪 ( 632) 5415(代 表)

■ 活 名古屋 ( 98) 80 6 5

■ 播 福 岡 ( 3 ) 7 6 4 5
■ 活 広 島 ( 2 1 ) 5 5 0 8
■ 艦 札 幌 ( 髄) 2 9 6 7
■ 活 仙 台 ( 2 2 ) 7 7 6 6

電 話 東 京 ( 2 5 1 ) 9 3 9 6

リ オ 商 事 株 式 会 社
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